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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】ふんわり感を向上させ、掛け布団の中身のサポ 
ート性及び通気性を向上させ、水洗いの利便性を向上さ 
せる、サポート性の高い空気掛け布団を提供する。
【解決手段】２つの生地層１と、中綿層２と、柔らかさ 
の高い立体構造織物３と、を含み、柔らかさの高い立体 
三層構造の織物の柔らかさが真綿の柔らかさに近く、真 
綿又は詰め綿の間に用いられることにより、掛け布団の 
中身のサポート性、保温性、通気性を向上させるととも 
に、一定の柔軟性を持たせる。このような柔らかさの高 
い織物は、三層立体構造であり、上層と下層が柔らかさ 
の高い糸であり、中間層がサポート糸である。立体構造 
織物は、綿敷き及びニードリングの２つの方法で加工し 
て積層される。
【選択図】図１

評価書の請求　未請求　請求項の数　7　　ＯＬ　（全7頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
サ ポ ー ト 性 の 高 い 空 気 掛 け 布 団 で あ っ て 、
２ つ の 生 地 層 （ １ ） と 、 中 綿 層 （ ２ ） と 、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 （ ３ ） と 、 を 含 み  
、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 （ ３ ） は 、 中 綿 層 （ ２ ） の 間 に 設 け ら れ 、 中 綿 層 （ ２ ） は  
、 ２ つ の 生 地 層 （ １ ） の 間 に 設 け ら れ る 、 こ と を 特 徴 と す る サ ポ ー ト 性 の 高 い 空 気 掛 け 布  
団 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 中 綿 層 （ ２ ） は 、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 （ ３ ） の 上 下 両 側 に 設 け ら れ る 詰 め 綿  
（ ２ １ ） を 含 む 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の サ ポ ー ト 性 の 高 い 空 気 掛 け 布 団 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 中 綿 層 （ ２ ） は 、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 （ ３ ） の 上 下 両 側 に 設 け ら れ る 化 繊 綿  
（ ２ ２ ） を 更 に 含 む 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の サ ポ ー ト 性 の 高 い 空 気 掛 け 布 団  
。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 （ ３ ） は 、 表 面 に ソ フ ト 糸 、 中 間 層 に サ ポ ー ト 糸 を 配 置  
し た 、 サ ポ ー ト 性 と 通 気 性 の 高 い 三 層 構 造 の 織 物 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記  
載 の サ ポ ー ト 性 の 高 い 空 気 掛 け 布 団 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ２ つ の 生 地 層 （ １ ） 、 中 綿 層 （ ２ ） 及 び 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 （ ３ ） は 、 縫 い  
糸 で 固 定 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の サ ポ ー ト 性 の 高 い 空 気 掛 け 布 団 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 縫 い 糸 は 、 異 な る パ タ ー ン で 設 け ら れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の サ ポ ー  
ト 性 の 高 い 空 気 掛 け 布 団 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 （ ３ ） は 、 綿 敷 き 及 び ニ ー ド リ ン グ の ２ つ の 方 法 で 加 工  
し て 積 層 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の サ ポ ー ト 性 の 高 い 空 気 掛 け 布 団 。  
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 考 案 は 、 掛 け 布 団 の 中 身 製 品 の 技 術 分 野 に 関 し 、 特 に サ ポ ー ト 性 と 通 気 性 の 高 い 空 気 掛  
け 布 団 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
綿 掛 け 布 団 は 、 か さ ば り 、 弾 力 性 に 乏 し く 、 吸 湿 性 が 高 い た め 、 時 間 が 経 つ と 硬 く て 薄 く  
な る こ と が よ く あ り 、 サ ポ ー ト 性 が 悪 く な り 、 敷 き 布 団 の よ う に な り 、 ま た 、 濡 れ る と 雑  
菌 が 繁 殖 し や す く な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
繊 維 掛 け 布 団 に つ い て は 、 化 学 繊 維 の 特 徴 が 、 サ ラ サ ラ し て い て 吸 水 性 が な か っ た り 、 生  
地 が 水 を 吸 っ て 蒸 れ や す く な っ た り す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
地 域 ご と に ラ イ フ ス タ イ ル が 異 な る た め 、 掛 け 布 団 の 中 身 に 対 す る ニ ー ズ も 異 な る が 、 科  
学 技 術 が 進 歩 し 、 人 々 の 生 活 水 準 の 継 続 的 な 向 上 に 伴 い 、 ラ イ フ ス タ イ ル は 基 本 的 に 同 じ  
に な り 、 掛 け 布 団 の 中 身 製 品 の 快 適 性 及 び 実 用 性 に つ い て は 、 よ り 高 い 要 求 が 求 め ら れ て  
い る が 、 掛 け 布 団 の 中 身 に 対 す る ニ ー ズ は 基 本 的 に 同 じ で あ り 、 軽 く て 暖 か く 、 蒸 れ に く  
い 掛 け 布 団 の 中 身 が 求 め ら れ て い る 。 ま た 、 既 存 の 綿 掛 け 布 団 を 好 む 消 費 者 も 多 く 、 常 に  
ふ わ ふ わ で 暖 か い こ と 、 乾 燥 に 時 間 を か け な く て 済 む こ と 、 洗 え る 機 能 が 備 わ っ て い る こ  
と を 望 ん で い る 。
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
上 記 の 技 術 的 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 考 案 は 、 蒸 し 暑 く て 通 気 性 が 悪 い と い う 化 学 繊 維  
掛 け 布 団 の 問 題 を 改 善 し 、 綿 掛 け 布 団 の 嵩 高 性 を 改 善 し 、 掛 け 布 団 の 中 身 の サ ポ ー ト 性 及  
び 通 気 性 を 向 上 さ せ 、 水 洗 い の 利 便 性 を 向 上 さ せ 、 干 し 回 数 を 減 ら す 、 サ ポ ー ト 性 の 高 い  
空 気 掛 け 布 団 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 考 案 の サ ポ ー ト 性 の 高 い 空 気 掛 け 布 団 は 、 ２ つ の 生 地 層 と 、 中 綿 層 と 、 柔 ら か さ の 高 い  
立 体 構 造 織 物 と 、 を 含 み 、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 は 、 中 綿 層 の 間 に 設 け ら れ 、 中 綿  
層 は 、 ２ つ の 生 地 層 の 間 に 設 け ら れ る 。 表 面 糸 及 び サ ポ ー ト 糸 で 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造  
織 物 を 構 成 す る こ と で 、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 に 多 孔 質 構 造 を 持 た せ る こ と に よ り  
、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 は 、 柔 ら か さ が 向 上 し 、 サ ポ ー ト 性 が 高 く な り 、 ド レ ー プ  
性 が 高 く な り 、 通 気 性 が 良 好 に な り 、 綿 掛 け 布 団 が 硬 く な る と い う 問 題 を 効 果 的 に 解 決 し  
、 蒸 し 暑 く て 通 気 性 が 悪 い と い う 化 学 繊 維 掛 け 布 団 の 問 題 を 改 善 す る こ と が で き る 。 柔 ら  
か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 を 中 綿 層 の 間 に 設 け る こ と に よ り 、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物  
は 、 中 綿 層 を サ ポ ー ト し 、 綿 掛 け 布 団 の ふ ん わ り 感 を 向 上 さ せ 、 掛 け 布 団 の 中 身 の サ ポ ー  
ト 性 及 び 通 気 性 を 向 上 さ せ 、 水 洗 い の 利 便 性 を 向 上 さ せ 、 干 し 回 数 を 減 ら す 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
好 ま し く は 、 前 記 中 綿 層 は 、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 の 上 下 両 側 に 設 け ら れ る 詰 め 綿  
を 含 む 。 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 を 詰 め 綿 の 間 に 設 け る こ と で 、 空 気 掛 け 布 団 の 柔 ら  
か さ 及 び 保 温 効 果 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
好 ま し く は 、 前 記 中 綿 層 は 、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 の 上 下 両 側 に 設 け ら れ る 化 繊 綿  
を 更 に 含 む 。 化 繊 綿 を 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 の 上 下 両 側 に 設 け る こ と で 、 空 気 掛 け  
布 団 に さ ま ざ ま な 柔 ら か さ 及 び さ ま ざ ま な 保 温 効 果 を 付 与 し 、 汎 用 性 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
好 ま し く は 、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 は 、 表 面 に ソ フ ト 糸 、 中 間 層 に サ ポ ー ト 糸 を 配  
置 し た 、 サ ポ ー ト 性 と 通 気 性 の 高 い 三 層 構 造 の 織 物 で あ る 。 こ の 織 物 は 、 サ ポ ー ト 性 が 高  
く 、 崩 れ に く く 、 通 気 性 が 高 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
好 ま し く は 、 前 記 ２ つ の 生 地 層 、 中 綿 層 、 及 び 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 は 、 縫 い 糸 で  
固 定 さ れ る 。 空 気 掛 け 布 団 が 出 来 上 が っ た 後 に 、 縫 い 糸 で 空 気 掛 け 布 団 の 周 囲 を 固 定 し て  
、 掛 け 布 団 を 形 成 し 、 そ れ に よ っ て 、 多 層 構 造 間 の 安 定 性 を 向 上 さ せ 、 水 洗 い に よ る 綿 の  
位 置 ず れ を 回 避 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
好 ま し く は 、 前 記 縫 い 糸 は 、 異 な る パ タ ー ン で 設 け ら れ る 。 そ れ に よ り 、 空 気 掛 け 布 団 の  
多 層 構 造 に 対 す る 縫 い 糸 の 固 定 効 果 と 造 形 効 果 を 向 上 さ せ な が ら 、 空 気 掛 け 布 団 の 外 観 性  
を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
好 ま し く は 、 前 記 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 は 、 綿 敷 き 及 び ニ ー ド リ ン グ の ２ つ の 方 法  
に よ り 加 工 し て 積 層 さ れ る 。 綿 敷 き 方 法 は 、 化 繊 綿 及 び 詰 め 綿 全 体 に 使 用 さ れ 、 ニ ー ド リ  
ン グ 方 法 は 綿 繊 維 充 填 物 に 使 用 さ れ る 。 詰 め 綿 を 生 産 す る と き に 、 中 間 に 柔 ら か さ の 高 い  
サ ン ド イ ッ チ 構 造 を 追 加 し て ニ ー ド リ ン グ す る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
従 来 技 術 に 比 べ て 、 本 考 案 の 有 益 な 効 果 は 以 下 の 通 り で あ る 。 表 面 糸 及 び サ ポ ー ト 糸 で 柔  
ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 を 構 成 す る こ と で 、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 に 多 孔 質 構 造  
を 持 た せ る こ と に よ り 、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 は 、 柔 ら か さ が 向 上 し 、 サ ポ ー ト 性  
が 高 く な り 、 ド レ ー プ 性 が 高 く な り 、 通 気 性 が 良 好 に な り 、 綿 掛 け 布 団 が 硬 く な る と い う  
問 題 を 効 果 的 に 解 決 し 、 蒸 し 暑 く て 通 気 性 が 悪 い と い う 化 学 繊 維 掛 け 布 団 の 問 題 を 改 善 す  
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る こ と が で き る 。 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 を 中 綿 層 の 間 に 設 け る こ と に よ り 、 柔 ら か  
さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 は 、 中 綿 層 を サ ポ ー ト し 、 綿 掛 け 布 団 の ふ ん わ り 感 を 向 上 さ せ 、 掛  
け 布 団 の 中 身 の サ ポ ー ト 性 及 び 通 気 性 を 向 上 さ せ 、 水 洗 い の 利 便 性 を 向 上 さ せ 、 干 し 回 数  
を 減 ら す 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 斜 視 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 と 詰 め 綿 等 と の 接 続 の 斜 視 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 と 化 繊 綿 等 と の 接 続 の 斜 視 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 生 地 層 と 化 繊 綿 等 と の 接 続 の 部 分 斜 視 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
本 考 案 の 理 解 を 容 易 に す る た め 、 以 下 、 関 連 図 面 を 参 照 し て 本 考 案 を よ り 包 括 的 に 説 明 す  
る 。 本 考 案 は 、 多 く の 異 な る 形 態 で 実 施 す る こ と が で き 、 本 明 細 書 に 記 載 さ れ た 実 施 例 に  
限 定 さ れ る も の で は な い 。 む し ろ 、 こ れ ら の 実 施 例 は 、 本 考 案 の 開 示 を よ り 徹 底 的 に 包 括  
的 に す る た め に 提 供 さ れ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ６ 】
実 施 例 １
図 １ ～ 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 考 案 の サ ポ ー ト 性 の 高 い 空 気 掛 け 布 団 は 、 ２ つ の 生 地 層 １ と  
、 中 綿 層 ２ と 、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 ３ と 、 を 含 み 、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物  
３ は 、 中 綿 層 ２ の 間 に 設 け ら れ 、 中 綿 層 ２ は 、 ２ つ の 生 地 層 １ の 間 に 設 け ら れ 、 柔 ら か さ  
の 高 い 立 体 構 造 織 物 ３ は 、 表 面 に ソ フ ト 糸 、 中 間 層 に サ ポ ー ト 糸 を 配 置 し た 、 サ ポ ー ト 性  
と 通 気 性 の 高 い 三 層 構 造 の 織 物 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 前 記 中 綿 層 ２ は 、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 ３ の 上 下 両 側 に 設 け ら  
れ る 詰 め 綿 ２ １ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 実 施 例 で は 、 表 面 糸 及 び サ ポ ー ト 糸 で 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 ３ を 構 成 す る こ と で  
、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 ３ に 多 孔 質 構 造 を 持 た せ る こ と に よ り 、 柔 ら か さ の 高 い 立  
体 構 造 織 物 ３ は 、 柔 ら か さ が 向 上 し 、 サ ポ ー ト 性 が 高 く な り 、 ド レ ー プ 性 が 高 く な り 、 通  
気 性 が 良 好 に な り 、 綿 掛 け 布 団 が 硬 く な る と い う 問 題 を 効 果 的 に 解 決 し 、 蒸 し 暑 く て 通 気  
性 が 悪 い と い う 化 学 繊 維 掛 け 布 団 の 問 題 を 改 善 す る こ と が で き る 。 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構  
造 織 物 ３ を 中 綿 層 ２ の 間 に 設 け る こ と に よ り 、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 ３ は 、 中 綿 層  
２ を サ ポ ー ト し 、 綿 掛 け 布 団 の ふ ん わ り 感 を 向 上 さ せ 、 掛 け 布 団 の 中 身 の サ ポ ー ト 性 及 び  
通 気 性 を 向 上 さ せ 、 水 洗 い の 利 便 性 を 向 上 さ せ 、 干 し 回 数 を 減 ら す 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
実 施 例 ２
図 １ ～ 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 考 案 の サ ポ ー ト 性 の 高 い 空 気 掛 け 布 団 は 、 ２ つ の 生 地 層 １ と  
、 中 綿 層 ２ と 、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 ３ と 、 を 含 み 、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物  
３ は 、 中 綿 層 ２ の 間 に 設 け ら れ 、 中 綿 層 ２ は 、 ２ つ の 生 地 層 １ の 間 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 前 記 中 綿 層 ２ は 、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 ３ の 上 下 両 側 に 設 け ら  
れ る 詰 め 綿 ２ １ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 前 記 中 綿 層 ２ は 、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 ３ の 上 下 両 側 に 設 け ら  
れ る 化 繊 綿 ２ ２ を 更 に 含 む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 ３ は 、 表 面 に ソ フ ト 糸 、 中 間 層 に サ ポ ー  
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ト 糸 を 配 置 し た 、 サ ポ ー ト 性 と 通 気 性 の 高 い 三 層 構 造 の 織 物 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 前 記 ２ つ の 生 地 層 １ 、 中 綿 層 ２ 及 び 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 ３ は  
縫 い 糸 で 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 前 記 縫 い 糸 は 、 異 な る パ タ ー ン で 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 前 記 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 は 、 綿 敷 き 及 び ニ ー ド リ ン グ の ２ つ  
の 方 法 で 加 工 し て 積 層 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 実 施 例 で は 、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 ３ を 詰 め 綿 ２ １ の 間 に 設 け る こ と で 、 空 気 掛  
け 布 団 の 柔 ら か さ 及 び 保 温 効 果 を 向 上 さ せ 、 化 繊 綿 ２ ２ を 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 ３  
の 上 下 両 側 に 設 け る こ と で 、 空 気 掛 け 布 団 に さ ま ざ ま な 柔 ら か さ 及 び さ ま ざ ま な 保 温 効 果  
を 付 与 し 、 汎 用 性 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 考 案 の サ ポ ー ト 性 の 高 い 空 気 掛 け 布 団 を 使 用 す る 際 に は 、 空 気 掛 け 布 団 を 出 来 上 げ た 後  
に 、 縫 い 糸 で 空 気 掛 け 布 団 の 周 囲 を 固 定 し て 、 掛 け 布 団 を 形 成 し 、 表 面 糸 及 び サ ポ ー ト 糸  
で 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 ３ を 形 成 す る こ と で 、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 ３ に 多  
孔 質 構 造 を 持 た せ る こ と に よ り 、 柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物 ３ は 、 柔 ら か さ が 向 上 し 、  
サ ポ ー ト 性 が 高 く な り 、 ド レ ー プ 性 が 高 く な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 記 は 、 本 考 案 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 過 ぎ ず 、 当 業 者 に と っ て 、 本 考 案 の 技 術 原 理 か ら 逸  
脱 す る こ と な く 、 様 々 な 改 良 や 変 形 を 行 う こ と が で き 、 こ れ ら の 改 良 や 変 形 は 本 考 案 の 保  
護 範 囲 と み な さ れ る べ き で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
１   生 地 層
２   中 綿 層
３   柔 ら か さ の 高 い 立 体 構 造 織 物
２ １   詰 め 綿
２ ２   化 繊 綿  
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 7 年 4 月 1 8 日 ( 2 0 2 5 . 4 . 1 8 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ６ 】
前 記 縫 い 糸 は 、 異 な る パ タ ー ン で 設 け ら れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の サ ポ ー  
ト 性 の 高 い 空 気 掛 け 布 団 。
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